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試験研究プラ ンの 3 つの推進目標と 令和 7 年度の主要な研究課題

巻 頭 言巻 頭 言

（ 1 ） 森林資源の循環利用と 林業の成長産業化を実現するための技術開発

●コ ウヨ ウザンの初期成長特性と 積雪地域への適応性の解明

●ホオノ キの更新技術の開発

（ 2 ）  水と 緑を育み県民生活の安全、 安心に貢献する森づく り を推進する

ための技術開発

●ク マ剥ぎによる林業被害の特性把握と 効率的な探索手法の開発

●ニホンジカ の採食による森林生態系への影響調査

（ 3 ） 林産物等の活用による中山間地振興に資する技術開発

●短期間で収穫可能な早生樹の選抜と 栽培技術の開発

● 舌下免疫療法用スギ花粉採取木の芽傷処理や植物ホルモン剤処理による

側枝発生技術の開発

森林循環の加速化と

持続可能な森づく り に向けた取り 組み

　 令和 6 年 10 月に策定さ れた「 富山県森林・ 林業振興計画」 では、 基本目標と し て「 主伐によ る 森

林循環の加速化と 持続可能な森づく り 」 が掲げら れていま す。 こ れを達成する ため、 森林研究所では

森林資源を 将来の世代に引き 継ぐ こ と を目的に、 魅力ある 次代の森林を 効果的に造成する ための技術

開発に取り 組んでいま す。

　 本県で開発さ れた優良無花粉ス ギ 「 立山 森の輝き 」 は、 苗木の安定供給体制が整い、 花粉症対策

品種と し て県内外で広く 活用さ れていま す。 現在、 さ ら に初期成長に優れたエリ ート 無花粉ス ギの開

発にも 着手し ており 、 開発に成功すれば、 下刈り 等の保育経費の削減や伐期の短縮によ る 収益性の大

幅な向上が期待さ れま す。

　 保育経費の削減や伐期の短縮を図る ための異なる アプロ ーチと し て、 早生樹の導入についても 検討

を進めていま す。 中国・ 台湾原産の常緑針葉樹である コ ウ ヨ ウ ザンについては、 宮城県など 比較的冷

涼な地域でも 造林実績がある も のの、 積雪の影響など 未解明な点も 多く 、 こ れら を 含めて本県におけ

る 導入効果の検証を進めていま す。 加えて、 北米原産のユリ ノ キやテーダマツ の適性についても 検討

を行っていま す。 ま た、 木質バイ オマス 生産を目的と し たヤナギ類の超短伐期（ 2 ～ 5 年） 栽培にも

取り 組んでおり 、 県内の在来ヤナギ種の中に優れた生育を 示すも のがある こ と を明ら かにし ま し た。

　 本県ではス ギ人工林に加え、 き のこ 菌床栽培用オガ粉材やパルプ材の生産を目的に、 コ ナラ 林の伐

採も 積極的に行われていま す。 こ う し たコ ナラ 林伐採跡地にコ ナラ 以外の有用樹種である ホオノ キの

導入を図り 、 よ り 付加価値の高い広葉樹林と し て再生する ための手法の開発にも 取り 組んでいま す。

　 こ のよ う に当研究所では、 環境・ 経済・ 社会それぞれの持続可能性に配慮し つつ、 よ り 魅力ある 森

林を 次世代に引き 継ぐ ための技術開発を推進し ていま す。 今後と も 、 関係各位のご理解と ご協力を賜

り ま すよ う お願い申し 上げま す。
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研 究 情 報研 究 情 報

休耕田を活用し た無花粉スギさ し 木苗の効率的な水耕栽培技術

はじ めに

　 森林研究所が開発し た 優良無花粉ス ギ「 立山 森の

輝き 」 は、 ス ギ花粉症対策の一環と し て県内の再造林

に積極的に活用さ れており 、 今後も 大幅な苗木の増産

が求めら れていま す。 こ のこ と から 、 苗木の生産体制

を 強化する ため、 休耕田を コ ン テナさ し 木苗の水耕栽

培と 採穂園の双方に活用する 効率的なさ し 木苗生産シ

ス テム を 開発し たので報告し ま す。

研究の成果

　 令和 2 年 4 月に立山町東中野新にある 休耕田（ 標高 

223m ） に水耕栽培用の育苗圃場と 採穂園を 一体化し

た “ 水耕栽培さ し 木苗生産シス テム ” の試験地を 造成

し ま し た（ 図）。 水耕栽培圃場では雑草を 防除する た

めのブルーシート を 敷き 、 農業用水は一日中、 かけ流

し にし ま し た。

　 さ し 木の水耕栽培では、 寒冷紗を かける こ と でさ し

穂の乾燥を 防ぎ、 生存率は 90％以上にな る こ と がわ

かり ま し た。 ま た、 水耕性場に適し たさ し 穂の長さ は

30cm 程度で、 培土の元肥に緩効性肥料のハイ コ ン ト

ロ ール 085（ 360 日） を 加える こ と で、 挿し 付け当年

の秋には約 60% の苗が出荷可能な 大き さ ま で成長し

ま し た。

　 採穂園の造成では、 ま ず試験地と なる 休耕田の土壌

分析を 行っ たと こ ろ 、 地下水位が 50cm 以下で大き な

問題がなかっ たため、 そのま ま 採穂木の苗を 植栽し ま

し た。 春と 秋に施肥し たと こ ろ 、 順調に生育し 、 3 年

間で 80％以上の個体が採穂可能な 大き さ に成長し ま

し た（ 写真）。

写真　 休耕田で生育する採穂木

おわり に

　 本研究によ っ て、 約 1,000m 2（ 10a） の休耕田があ

れば 500 本程の採穂木を 育成でき 、 こ こ から 約 1 万本

のさ し 穂を 生産でき る こ と がわかり ま し た。 ま た、 水

耕栽培ではビ ニールハウ ス や自動潅水装置は不要にな

る ため、 こ れま でコ ン テナ苗生産の課題と さ れていた

初期投資費用の大幅な削減につながる と 期待さ れま す。

図　 休耕田に造成し た水耕栽培試験地
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お知ら せ

人事異動

●令和７ 年度 夏休み子供科学研究室の開催

《 内　 容》 飛ぶタ ネを 作ろう！～タ ネの不思議な世界をのぞいてみよう ～

《 と 　 き》 ７ 月２ ９ 日（ 火） 午後１ 時から４ 時まで

《 と こ ろ》 林業普及センタ ー研修室（ 立山町吉峰３ ）

《 対象・ 人数》 中学生、 小学３ ～６ 年生　 １０ 名程度（ 保護者の同伴は可能です）

《 申し 込み方法》 FA X または e -m a il（ r ie .a m a no@ p re f.toya m a .lg .jp）

《 申し 込み先》 森林研究所　 担当： 天野

《 申込締切》 ７ 月１８ 日（ 金）、 応募多数の場合は抽選いたし ます。

と やま森林研究所だより N o .26 （ 令和７ 年６ 月 30 日）

編集・ 発行　 富山県農林水産総合技術センタ ー 森林研究所
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電話 (076)483-1511　 FA X(076)483-1512
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令和７ 年４ 月１ 日付人事異動は次のと おり です。

氏　 名 新 旧

図子光太郎 所　 長 副所長

斎藤　 真己 副所長 森林資源課長

中島　 春樹 森林環境課長 副主幹研究員

天野　 理恵 森林資源課長（ 企画情報課兼務） 企画管理部企画情報課副主幹研究員

伊藤　 陽平 研究員（ 新規採用）

相浦　 英春 技師（ 新規採用） 会計年度職員

●樹木医資格の取得

　 松浦副主幹研究員が森林の病虫獣害に関する過去の業績と 、 選抜

試験および研修による資格審査を経て、 一般財団法人 日本緑化セン

タ ーから 、 令和６ 年１ ２ 月１ 日付で樹木医と し て認定さ れまし た。

●受　 賞

　 令和 6 年 1 2 月 2 1 日に全国町村会館で開催さ れた「 花粉の少な

い森林づく り シンポジウム 2 0 2 4 」 において富山県森林研究所は最

高賞である林野庁長官賞をいただき まし た。
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